
 

 

ま え が き 

 

当該国土施策創発調査は、歴史ある利根運河周辺地域内に数多く存在する平地林や谷津田

などの豊かな自然を活かした地域づくりを促進するため、提案である千葉県野田市と、国土

交通省(関東地方整備局)及び農林水産省(関東農政局)が共同して行う調査である。 

野田市は江戸川、利根川及び歴史ある利根運河に囲まれ、これらに接した低平地の水辺環

境と数多くの平地林や谷津田が分布し、都市地域と豊かな自然が共存している。このうち谷

津田は、都市化進む中で２次的自然環境の場を提供していることから、今後とも引き続き農

地として利用され、こうした自然環境を維持環境保全出来るよう、適切な整備と保全・管理

をすることが喫緊の課題となっている。 

野田市東南部に位置し、谷津田地形を形作っている江川地区では、農業従事者が高齢化し、

また、農地としても用排水が未整備等であることから、農地の遊休化等が進んでいる。 

そこで、良好な自然環境に恵まれた農地の保全の観点から、農地としての利用の方法及び

農業生産が持続的に営まれるための生産基盤の改良・整備等の対策が求められている。 

本調査では、管内の類似事例を踏まえ、野田市に存在する谷津田について、環境との調和

に配慮した整備のための技術手法や、持続的な農地の保全・管理方策等を調査・研究するも

のであり、この調査結果については、野田市のみならず広く管内の他地域へも活用が期待さ

れるものである。 

このことから、千葉市の大草地区及び横浜市の舞岡地区などの管内事例地区の把握、谷津

田地域の保全意義と土地利用上の課題、谷津田地域が持つ生物多様性とその保全・管理・活

用のためのモデル計画、谷津田地域の農業・農村資源の保全・管理基本方策、谷津田地域の

農業・農村資源の保全・管理のための農地、施設等の整備改良技術指針モデルや、江川地区

の保全・管理・整備改良構想について検討、取りまとめた。 

調査の実施に当たっては、財団法人 農村開発企画委員会(理事長 山本徹)に委託し、 

日本大学生物資源科学部教授糸長浩司氏を委員長とする「自然や歴史と調和した美しい地

域空間実現調査農林水産省委員会」を設置し、学識経験者並びに千葉県、野田市の関係機関

のご指導を頂いた。 

その他、多くの関係者から貴重な資料提供、また、ご高見を拝聴させて頂くなど多大のご

協力を頂いた。これら関係機関並びに関係各位に心から深く感謝し、お礼を申し上げる次第

である。 

 

  平成 19 年３月 

                           関東農政局農村計画部 
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